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＜＜TOPIC＞＞ 

3 月 4 月はアメリカの高校生にとっても、大学から合否発表が届くワクワク・ド

キドキする時期です。アメリカでは日本のような入試制度ではなく、AO 入試に

近い書類審査が多いことはご存知かと思いますが、その中には 3 つの願書提出

方法・合否判定方法があります。 

 

今回は、アメリカの大学の Early Decision と Early Action について、そして 

Regular Decision の結果発表の実例をお届けします。 
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◆紹介記事◆ 

１）Early Decison & Early Action とは？ 

その名からも想像できる通り、通常の願書（Regular Applications）の締め切りよ

りも早く締め切るこの 2 つの願書提出・合否判定タイプの違い、メリットや気

を付けるべきことを紹介しているサイトをご案内します。 

https://professionals.collegeboard.org/guidance/applications/early 

・記事１）deepL 日本語翻訳 

TITLE ：  Early Decision & Early 

Action 

College Board 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

早期出願のメリットとデメリット   

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

Early Decision (ED) および Early 

Action (EA) の選択は、学生にとって

有益かもしれません。ただし、大学の

選択肢を慎重に検討し、1 つの大学に

明確な志望を抱いている場合に限り

ます。 

   

-------------------  

早期出願 ：Early Decision (ED) vs 

Early Action (EA) 

-------------------  

Early Decision (ED) は拘束力があり

ます。ED申請者として合格した学生は、

その大学に入学しなければなりませ

ん。 Early Action (EA) には拘束力

がありません。学生は願書に対する早

期回答を受け取りますが、通常の回答

日である 5月 1日まで大学に入学する

ことを約束する必要はありません。カ

ウンセラーは、学生がこの 2つのプラ

ンの重要な違いを理解していること

を確認する必要があります。 

  

約 450 校の大学に Early Decision 
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(ED) または Early Action (EA) があ

り、中には両方がある大学もあります。

大学によっては、シングルチョイス・

アーリーアクションと呼ばれる拘束

力のないオプションを提供しており、

この場合、出願者は他の大学に ED ま

たは EAで出願することができません。 

  

EDプランは、収入の少ない家庭の学生

にとっては、学資援助額を比較する機

会がないため、不公平であるとして非

難を浴びていたりもします。このため、

経済的に余裕のある家庭の受験生が

アンフェアに有利になる可能性があ

るとも指摘されています。 

  

-------------------  

Early Decision (ED) 申請者 は： 

-------------------  

 第一志望の大学に早期（通常 11

月中）に出願する。  

 通常の合否結果通知日よりかなり

前に（通常 12月までに）大学から

結果を受けとる。 

 入学が許可され、家族が十分と考

える学資援助が提供された場合、

その大学への入学に同意する。 

 EDで出願するのは 1つの大学のみ

とする。 

 他の大学には、通常の入学手続き

（Regular admission）で出願する。 

 EDに合格した場合、他のすべての

出願を取り下げる。 

 5 月 1 日よりかなり前に、返金不

可の予約金を送る。 

 

-------------------  

Early Action (EA) 申請者 は： 

-------------------  

 早めに申請する。 

 入学サイクルの早い時期に入学決

定を受ける（通常 1月か 2月）。 

 合格通知を受け取ったら、入学を

決定する必要はない。 

 通常の入学プランで他の大学に出

願する。 

 遅くとも 5 月 1 日の全国回答日ま

でに大学に決定事項を伝える。 

  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

誰が早期出願すべきか？ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

-------------------   

ED または EA での出願は、以下のよう

な学生に適している： 

-------------------  

 大学を十分に研究している。 

 その大学が第一志望であることを

絶対に確信している。 

 学業面、社会的、地理的に強くマ

ッチする大学を見つけた。 

 SAT®のスコア、GPA、クラスラン

クにおいて、その大学の入学者プ

ロフィールに合致しているか、ま

たはそれ以上である。 

 長期にわたり、一貫して堅実な学

業成績を収めている。 

 

-------------------  

以下のような学生は、ED または EA で

の出願に適切ではない： 

-------------------   

 大学について十分に調べていない。 

 ストレスや事務処理を避けるため

に、早めに出願している。 

 その大学への進学を完全に約束で

きるわけではない。 

 友人がそうだからという理由だけ

で、早めに出願している。 

 全体の成績評価を上げるため高校

3 年の 1 学期の成績を考慮したい

必要がある。 

 

早期出願を希望する学生には、NACAC

「Deciding About Early Decision and 

Early Action」ハンドブックにある

「 Early Decision Self-Evaluation 

Questionnaire」に記入するよう奨 励

します。保護者にもこの資料を配布す

るとよいでしょう。 

https://secure-media.collegeboard.org/digitalServices/pdf/professionals/what-to-know-about-applying-early.docx
https://secure-media.collegeboard.org/digitalServices/pdf/professionals/what-to-know-about-applying-early.docx
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

早期出願のメリット  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 第一志望の大学が決まっている学生

にとって、早期に出願することは、入

学の可能性を高めるだけでなく、多く

の利点があります。早めに申し込むと、

次のような利点があります。 

 決定を待つ時間を短縮し、ストレ

スを軽減する。 

 複数の願書を提出する時間と費用

を節約できる。 

 合格後、住居探しや大学入学準備

のための時間 を確保できる。 

 不合格の場合、選択肢を再検討し、

他の大学に出願することができる。 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

早期出願の欠点  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

-------------------   

決断を迫られる 

-------------------   

 1つの大学に絞ることは、すべての選

択肢を検討する前に重大な決断をし

なければならないというプレッシャ

ーになる。 

-------------------  

学資援助の機会の減少 

-------------------   

EDで出願した学生は、入学許可と学資

援助のオファーを同時に受け取るた

め、他の大学の学資援助オファーを比

較することができない。学資援助が絶

対に必要な学生にとって、早期出願は

危険な選択かもしれません。 

-------------------  

他のアプリケーションのための時間

がない  

-------------------   

ほとんどの大学は、12月 15日まで ED

および EA申請者に合否を通知しない。

通常の出願（Regular admissions）の

締め切りがあるため、EDで出願した大

学に不合格となった場合、他の出願書

類を送るには 2週間しか残されていな

いことになる。早くから出願している

生徒には、第一志望の大学からの合否

決定を待つ間に、他の出願書類を準備

するよう勧めてください。  

-------------------  

高校 3年燃え尽き 

-------------------   

大学に合格したことを早く知った出

願者は、目標が達成されたので、残り

の期間頑張る理由がなくなったと感

じるかもしれません。早期出願者は、

高校 3年の成績が落ちると、大学が入

学許可を取り消す可能性があること

を知っておく必要があります。 

  

生徒と保護者は、「Deciding About 

Early Decision and Early Action」

ハンドブックの「Pros and Cons of 

Applying to College Early」を参 考

に、自分の選択肢を検討しましょう。 

  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

早く申し込めば合格の可能性は高く

なるのか？ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

多くの学生は、早く出願することは少

ない志願者と競争することであり、合

格の可能性を高めることだと考えて

います。しかし、これは必ずしも正し

いとは言えません。早期出願を許可す

る学生数の割合や、早期出願からの入

学志願者の 割合は大学によって異な

ります。 

  

ED の入学率が高いということは ED を

選択した受験生のプロフィールがし

っかりしているということと関連す

るかもしれません。学生は入学事務局

に、自分の大学の入学基準が ED と通

常の出願者で異なるかどうかを尋ね、

早期出願が自分に合っているかどう

かを判断する必要があります。 

  

https://secure-media.collegeboard.org/digitalServices/pdf/professionals/what-to-know-about-applying-early.docx
https://secure-media.collegeboard.org/digitalServices/pdf/professionals/what-to-know-about-applying-early.docx
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

ED出願の倫理  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

Common Application や一部の大学の

願書では、EDで出願する生徒、および

親、カウンセラーが、EDの条件を明記

した ED 同意書に署名することが義務

付けられています。 

 

学校のハンドブックや進学に関する

イベントで、EDでの出願に対する方針

では生徒の最終成績表を 1つの大学に

のみ送ることである旨を明確にしま

す。それ以外は非倫理的であることを

明確にしましょう。 

  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

留意点  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 ED と EA のプログラムの詳細は

様々ですので、できるだけ早く第

一志望の大学のアドミッション・

スタッフから直接情報を入手して

ください。 

   

 ED と EA の申請者は、これらのス

コアを大学に間に合わせるために、

10 月の SAT または SAT Subject 

Tests™を受ける必要があります。 

  

Early Decision と Early Action のカ

レンダーをプリントアウトして生徒

や保護者と共有し、早期申請に必要な

すべてのステップを把握できるよう

にしましょう。 

 

www.DeepL.com/Translator（無料版）

で翻訳しました。 

.

・記事１）オリジナル本文（英語）

TITLE ：  Early Decision & Early 

Action 

College Board 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
The benefits and drawbacks of 

applying early 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
Early decision (ED) and early action (EA) 

plans can be beneficial to students — but 

only to those who have thought through 

their college options carefully and have a 

clear preference for one institution. 

 

------------------- 

Early decision versus early action 

------------------- 

Early decision plans are binding — a 

student who is accepted as an ED 

applicant must attend the college. Early 

action plans are nonbinding — students 

receive an early response to their 

application but do not have to commit to 

the college until the normal reply date of 

May 1. Counselors need to make sure that 

students understand this key distinction 

between the two plans. 

 

Approximately 450 colleges have early 

decision or early action plans, and some 

have both. Some colleges offer a 

nonbinding option called single-choice 

early action, under which applicants may 

not apply ED or EA to any other college. 

 

ED plans have come under fire as unfair to 

students from families with low incomes, 

since they do not have the opportunity to 

compare financial aid offers. This may 

give an unfair advantage to applicants 

from families who have more financial 

resources. 

 

------------------- 

ED applicants 

------------------- 

 Apply early (usually in November) to 

first-choice college. 

 Receive an admission decision from 
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the college well in advance of the 

usual notification date (usually by 

December). 

 Agree to attend the college if 

accepted and offered a financial aid 

package that is considered adequate 

by the family. 

 Apply to only one college early 

decision. 

 Apply to other colleges under regular 

admission plans. 

 Withdraw all other applications if 

accepted by ED. 

 Send a nonrefundable deposit well in 

advance of May 1. 

------------------- 

EA applicants 

------------------- 

 Apply early. 

 Receive an admission decision early 

in the admission cycle (usually in 

January or February). 

 Consider acceptance offer; do not 

have to commit upon receipt. 

 Apply to other colleges under regular 

admission plans. 

 Give the college a decision no later 

than the May 1 national response 

date. 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
Who should apply early? 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
------------------- 

Applying to an ED or EA plan is most 

appropriate for a student who: 

------------------- 

 Has researched colleges extensively. 

 Is absolutely sure that the college is 

the first choice. 

 Has found a college that is a strong 

match academically, socially and 

geographically. 

 Meets or exceeds the admission 

profile for the college for SAT® 

scores, GPA and class rank. 

 Has an academic record that has been 

consistently solid over time. 

------------------- 

Applying to an ED or EA plan is not 

appropriate for a student who: 

-------------------  

 Has not thoroughly researched 

colleges. 

 Is applying early just to avoid stress 

and paperwork. 

 Is not fully committed to attending 

the college. 

 Is applying early only because friends 

are. 

 Needs a strong senior fall semester to 

bring grades up. 

 

Encourage students who want to apply 

early to fill out NACAC's Early Decision 

Self-Evaluation Questionnaire, in the 

Deciding About Early Decision and Early 

Action handout. You may want to share 

this with parents as well. 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
The benefits of applying early 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
For a student who has a definite 

first-choice college, applying early has 

many benefits besides possibly increasing 

the chance of getting in. Applying early 

lets the student: 

 Reduce stress by cutting the time 

spent waiting for a decision. 

 Save the time and expense of 

submitting multiple applications. 

 Gain more time, once accepted, to 

look for housing and otherwise 

prepare for college. 

 Reassess options and apply elsewhere 

if not accepted. 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
The drawbacks of applying early 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
-------------------  

Pressure to decide:  

-------------------  

Committing to one college puts pressure 

on students to make serious decisions 

before they've explored all their options. 

------------------- 

Reduced financial aid opportunities:  

-------------------  
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Students who apply under ED plans 

receive offers of admission and financial 

aid simultaneously and so will not be able 

to compare financial aid offers from other 

colleges. For students who absolutely 

need financial aid, applying early may be 

a risky option. 

------------------- 

Time crunch for other applications:  

-------------------  

Most colleges do not notify ED and EA 

applicants of admission until December 

15. Because of the usual deadlines for 

applications, this means that if a student is 

rejected by the ED college, there are only 

two weeks left to send in other 

applications. Encourage those of your 

students who are applying early to prepare 

other applications as they wait to receive 

admission decisions from their 

first-choice college.  

------------------- 

Senioritis:  

-------------------  

Applicants who learn early that they have 

been accepted into a college may feel that, 

their goal accomplished, they have no 

reason to work hard for the rest of the year. 

Early-applying students should know that 

colleges may rescind offers of admission 

should their senior-year grades drop. 

 

Students and parents can use our Pros and 

Cons of Applying to College Early, in the 

Deciding About Early Decision and Early 

Action handout, to weigh their options. 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
Does applying early increase the chance 

of acceptance? 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
Many students believe applying early 

means competing with fewer applicants 

and increasing their chances for 

acceptance. This is not always true. 

Colleges vary in the proportion of the 

class admitted early and in the percentage 

of early applicants they admit. 

Higher admission rates for ED applicants 

may correlate to stronger profiles among 

candidates choosing ED. Students should 

ask the admission office whether their 

institution's admission standards differ 

between ED and regular applicants, and 

then assess whether applying early makes 

sense given their own profile. 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
The ethics of applying early decision 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
The Common Application and some 

colleges' application forms require the 

student applying under early decision, as 

well as the parent and counselor, to sign an 

ED agreement form spelling out the plan's 

conditions. 

Make it clear in your school handbook and 

at college planning events that your policy 

for early-decision applications is to send 

the student's final transcript to one college 

only: anything else is unethical. 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
Keep in mind 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
ED and EA program specifics vary, so 

students should get information as soon as 

possible directly from the admission staff 

at their first-choice college. 

ED and EA applicants must take the 

October SAT or SAT Subject Tests™ in 

order for these scores to make it to the 

college in time. 

Print out and share the Early Decision and 

Early Action Calendar with students and 

parents to be sure they are aware of all the 

required steps for applying early. 

 

 

２）大学実例ー約 3.5 割を Early Decision、約 6.5 割を 3 月に合否発表 

東海岸メリーランド州にあるジョンズ・ホプキンズ大学では、2021-2022 年出願
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の結果を 3 回に分けて発表したようです。12 月・2 月に Early Decision 出願の結

果を、3 月中旬に Regular Decision 出願の結果を出し、合計約 2,400 人へ合格通

知が送られたようです。気になるそのうち分け、学生のダイバーシティについ

ても数値が発表されているので見ていきましょう。 

 

https://hub.jhu.edu/2022/03/18/class-of-2026-regular-decision/ 

 

・記事２）deepL 日本語翻訳 

タイトル：ジョンズ・ホプキンス大学、

Class of 2026 に 1,586 名を招待 

ジョンズ・ホプキンス大学 HUB / 

2022/3/19 

 

ジョンズ・ホプキンス大学は、本日、

1,586 名の Class of 2026 となる学生を

受け入れました。12 月と 2 月に入学を

許可された早期決定者 822名と合流し

ます。 

 

学部長である Ellen Chow 氏は、「私た

ちは、このような学生を新しいクラス

として迎えることができ、とても嬉し

く思っています。私たちの歴史上、最

も困難な時期のひとつであるこの時

期に、彼らが成し遂げたことを見るの

は、とても意義深いことです。彼らは、

自分にとって重要なことを追求して

いましたー例えば、自殺防止活動のた

めの学校プログラムの開拓や、パンデ

ミックの最中の接触者追跡法の研究、

家庭でのそれぞれの責任を果たした

り、家業のフルタイムの仕事とバラン

スを取るなどの取り組みがみられま

した。」と述べています。 

 

今年は、世界中の 7,774 校の高校から

37,150 人以上の学生が出願し、そのう

ち 729人はホプキンス大学に初めて出

願した学生でした。Class of 2026 は、

米国の 48 州、ワシントン D.C.、プエ

ルトリコ、米領ヴァージン諸島、グア

ム、その他 63 カ国の出身者が集まり

ます。91％が高校時代にアルバイトや

インターンシップ、夏休みの仕事を経

験し、34％が生徒会に参加し、地域社

会に変化をもたらそうとする自発的

な姿勢を示しており、20％が家族で初

めて大学に進学予定者です。 

 

また、入学を許可された学生は、自分

にとって意義のある活動に専念し、さ

まざまな関心事に時間を割いている

ことも示しています。ある学生は、ト

ランスジェンダーの権利に関する政

策を改善するためにインドの Youth 

Policy Initiative のメンバーであり、性

的虐待に関する法律を理解するため

に被害者とともに活動し、別の学生は

反スティグマキャンペーンに従事し

ながらアラビア語で月経に関する健

康冊子を作成しました。また、ある学

生は、帝国主義のモデルについて講義

を行い、別の学生は、小学生に STEM

分野の型破りなキャリアを教える 8週

間のワークショップを実施しました。

ある学生は世界初のマルチプローブ

注射器エピペンで 2つの特許を取得し、

別の学生は卵巣がんを予測するため

の計算医学を用いた研究論文を発表

しました。 

 

「彼らの出願書類からは、周囲に良い

影響を与えたいという意欲と、変化す

る世界に対応する能力が感じられま

した」と Chow 氏は続けます。「今後

4 年間、彼らがどのように自分の興味

を追求し、我々のコミュニティを形成

していくのか、楽しみでなりません」。 

 

Regular Decision 出願した学生は、

mydecision.jhu.edu でオンラインで合

否判定を見ることができます。入学を

https://hub.jhu.edu/2022/03/18/class-of-2026-regular-decision/
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許可された学生は、5 月 1 日までに入

学を許可する必要があります。 

 

 

www.DeepL.com/Translator（無料版）

で翻訳しました。 

 

・記事２）オリジナル本文（英語） 

TITLE: JOHNS HOPKINS INVITES 

1,586 TO JOIN CLASS OF 2026 

Johns Hopkins University HUB / March 

19, 2022 

 

Johns Hopkins University admitted 1,586 

students today to the Class of 2026. They 

join the 822 early decision students who 

were offered admission in December and 

February. 

 

"We're excited to welcome these students 

to our newest class," said Ellen Chow, 

Dean of Undergraduate Admissions. "It 

was promising to see what they were able 

to accomplish during one of the most 

challenging times in our history. They 

were pursuing things that mattered to 

them, whether pioneering a school 

program for suicide prevention efforts or 

researching contact-tracing methods 

during the height of the pandemic, many 

while balancing incredible 

responsibilities at home or working 

full-time at a family business." 

 

This year, more than 37,150 students 

applied from 7,774 high schools around 

the world, including 729 with first-time 

applications to Hopkins. The admitted 

Class of 2026 represents 48 U.S. states, 

the District of Columbia, Puerto Rico, the 

U.S. Virgin Islands, and Guam, as well as 

63 other countries. 91% held part-time 

jobs, internships, or summer jobs during 

high school; 34% were involved in 

student government, showing their 

initiative to drive change in their 

communities; and 20% will be the first in 

their families to go to college. 

 

Those offered admission have also shown 

a dedication to causes meaningful to them, 

devoting their time to a variety of 

interests. They're advocating for justice 

and equity—one student is a member of 

the Youth Policy Initiative in India to 

improve policies around transgender 

rights, where they've worked with victims 

to understand sexual abuse laws, and 

another student created a menstrual 

health booklet in Arabic while engaging 

in anti-stigma campaigns. They're 

probing important questions of history 

and engaging with future generations of 

scholars—one student created and taught 

a course on models of imperialism, while 

another conducted an eight-week 

workshop to teach elementary-aged 

students about unconventional careers in 

STEM. And already, they're contributing 

to research advancements—an admitted 

student holds two patents for the first 

multi-probe injection EpiPen in the world, 

and another published research on using 

computational medicine to predict 

ovarian cancer. 

 

"Their applications showed us their 

motivation to make a positive impact on 

those around them and their ability to 

respond to the changing world," Chow 

continued. "We can't wait to see how 

they'll pursue their interests and shape 

our community over the next four years." 

 

Students who applied regular decision 

can view admissions decisions online at 

mydecision.jhu.edu. Admitted students 

have until May 1 to accept their spot in 

the class. 
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◆もっと知りたい場合◆ 

おススメ検索キーワード 

Admissions x Class of 2026 

Class of 2026 x Early Decision x Notification Dates 


